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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・Ｈ26年度第2回法人研修　実施予定

日時：平成26年7月1日（火）・2日（水）
　　場所:メンタル病棟4階　メモリアルホール
　　演題:「感染症とその予防策
～医療従事者が知っておくべき感染症とその予防策～」
講師:佐藤　志穂ＳＧＭ
・7/2（水）、八戸短期大学の看護学生が実習予定

　　9：00～　学生オリエンテーション（通所の説明）

　　10：00～　ミーティング参加～現場実習　※1Fと2Fに分かれる。

　　12：00～13：00　昼食（2Fミーティングルーム）

　　15：00～16：00　学生カンファレンス（2Fミーティングルーム）
・月報を入力、作成していきましょう。
＜利用者様情報＞

・高田　マキ様　～本人より電話で報告がある。アパートの大家より､他入居者から苦情が来ている為､アパートを退去するよう言われたとのこと。本日午前中に説明が行われ､母へも相談している様子。大家からは､2週間以内に出て行ってほしいと言われ､電気･ガス･水道関連会社へは連絡をしたと話している。一旦三沢市にある自宅へ帰郷することとなり､デイケア来所が困難になる為､辞めたいとのこと。デイケアを辞めることで､相談事を話せる相手がいなくなる為､利用回数を減らして継続することを勧めると､悩んでいる様子が感じられている。

デイケア職員より母へも電話連絡し､事実確認を行ったところ､6月29日に不動産より母へ連絡があり､退去の話になったとのこと。現在､本人と繋がっている医療･サービスは通院･デイケアのみである為､デイケアの利用は継続していただきたいことを母へ説明すると､母も同意見だと訴える。母からも､本人へ説得していただけることとなっている。

・富田　紀子様　～グループホーム管理人：江口氏より情報提供がある。本日､管理人がグループホームへ訪問した際､本人が眠そうにしていたため､状況を確認｡一昨日（6月27日）夜､自新の班断で睡眠薬を1錠抜いたところ､眠れたものの､昨日は眠れなかった為､処方より1錠多く服用したところ､眠気が強いと話していた。自己判断で処方薬を調整することは危険であることを説明したとのこと。　明日デイケア来所時、デイケアスタッフからも自己判断で処方薬を調整することは危険であることを説明して行く。

・小坂　君子様　～本日、電話連絡がある。睡眠時間は昨日より改善したものの､疲労を感じている為､明日は休みたいとの連絡あったが、外来受診日でもあり服薬チェックだけでも来所されるように勧めており､本人も納得している。

・倉橋　生子様　～昨日、レクリエーションが終わってから不調を訴えている。頭がボーッとして、尿意があるが腹部がはって尿が出ないとの事。足の重さや寝不足も訴えている。17：30に体温36.9℃、血圧167/81ｍｍHg、脈拍72回/分。水分補給を促すが「飲んだらお腹がぶーんとするから」と拒否。夕食も拒否されている。

青風荘に戻られてからは、19:30、訪室するとカステラを食べており｢何も食べないとなぁと思って｣と話されている。バイタル測定を行うこと伝えると｢大丈夫。落ち着いたと思うよ｣と話されているが拒否無く測定できている。体温36.4℃、脈拍85回/分、血圧147/96mmHg。夕方より数値が下がっている事を伝えると安心されている。測定中は静かにするように説明しているが、ずっと話しており多弁さ見られている。排尿に関しては出ているとの事である。

・古舘　正行様　～青風荘にて、19：45、洗面所にて口に指を入れ吐こうとされスタッフに止められている。嘔吐物は無く、バイタル測定実施し体温36.5℃、脈拍87回/分、血圧136/88mmHg。体調を確認すると｢急に気持ち悪くなった。今は大丈夫｣と話されているが、19：55、再度トイレにて吐こうとされている。横になり静養するよう促すが｢大丈夫｣と拒否されている。その後、吐こうとする行為は見られていないが｢ダメ！｣と独語頻回に聞かれている。今朝は独語なく、体調不良の訴えも聞かれていません。

・種本　サハ様　～今朝電話あり、「鍵をなくしたから、休みます。」「お金を下ろしに行ってきます。」などと話されているが、スタッフの促しにて来所することができている。

・松永　勘五郎様～6月26日ナイトケア利用時、来月以降の幸房注文表に斜線を引いており、理由について確認すると、「来月から来ません。飽きた」「こわい」と話されている。食事面・整容面で不安があること、週1～2回でも様子確認のため通所してはどうかと伝えるも、それ以上は「はい、はい」とだけ一方的に答え、話を聞こうとすることはない。担当医や関係機関と相談してから決めるように促がすが、「どうも」と話し、内履きを持ち帰っている。

　　　　　　　　　外来受診時担当医より、通所スタッフと話し合って決めるようにと説明されても、「はい、はい」と一方的に返事をされ、担当医の話しを聞こうとすることはない。幸房・青明舎・通所スタッフで話し合いの場を持つこととする。

＜外来情報＞

・松川　順子様　～朝倦怠感、疲労感が残っていると話されており、リフレックス１錠から0.5錠に減量し経過観察していたが、今回は中止となっています。要経過観察。

・下妻　康貴様　～今まで土・日曜日連休だったが、７月21日以降、土曜日か日曜日に出勤し、平日休むことになると話されている。

